
 
 
 
 
 

EBMワークショップ 
～ エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 生 命 科 学 を 推 進 で き る グ ロ ー バ ル な 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム ～ 
（ 学 長 裁 量 経 費 （ 教 育 支 援 ・ パ イ ロ ッ ト 事 業 ） ） 

エビデンスに基づく医療を
実 践 す る 

講 師 福岡敏雄氏（倉敷中央病院 救命救急センター長） 

附属図書館蔵本分館  場所 

対象 蔵本地区の学部学生・大
学院生・教職員（病院の
医師，歯科医師，薬剤師，
看護師，メディカルスタッ
フ等を含みます） 

10月25日(日) 開催 

9:30-10:30 EBM概論・ランダム化比較試験について 

10:30-12:10 ランダム化比較試験の論文を読もう～ 
グループ討論・フィードバックと全体セッション 

12:15-13:00 臨床情報を検索する～EBMからCochrane 
Library，PubMedへ 

13:00-14:30 昼休み ※ランチョンセミナーあり 

14:30-16:45 メタアナリシスの論文を読もう～ 
グループ討論・フィードバックと全体セッション 

16:45-17:15  まとめ 

山下ユミ氏（京都府立医科大学附属図書館） 文献検索講師 

ebm2015@lib.tokushima-u.ac.jp 
申込方法 

徳島大学附属図書館（蔵本分館） 主催： 
協力： 医療教育開発センター，医学部・歯学部・薬学部の各教務委員会，医科学・栄養生命科学・保健

科学教育部の各教育・研究委員会，口腔科学教育部教務委員会，薬科学教育部学務委員会 
病院キャリア形成支援センター，卒後臨床研修センター 

申込期限 
10月9日（金）  

088-633-7415（内線6520）   
担当：蔵本利用支援係 国見 

 論文を読む重要性は分かっていても，ただ漠然と論文全体を読む
だけでは内容の妥当性や結果，適用性を見極めることは困難です。 
 このワークショップでは，論文を読むポイントに沿って臨床研究論文
の内容をチェックし，臨床場面への適用についてグループで考えます。  
講師は全国各地でEBMワークショップを行っているネットワーク代表
で倉敷中央病院救命救急センター長の福岡敏雄先生です。 
 また，Cochrane LibraryやPubMedで臨床情報を検索するポイントにつ
いて，「図解 PubMedの使い方」の著者のひとりでもある京都府立医
科大学附属図書館の山下ユミ氏による実習形式の講義を行います。 

昨年度参加者の声 

論文の読み方，目の前の患
者にどう当てはめるか，患者
にとって最善な治療は何な
のかということを学ぶことが

できてよかった 

他学部の人とディスカッ
ションできる貴重な機会
でよい刺激になった 

臨床研究を行う時に，ど
のように患者設定をする
か，どのような目的，ア
ウトカムを考えるとより患
者さんに反映できる研究
になるかをじっくり考える

ことができた 

） 無料 
 先着25名 
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